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メッキ液・エッチング液の薬液濃度計
検出器／変換器一体型
　銅濃度／ニッケル濃度計

検出器／変換器分離型
　銅濃度／ニッケル濃度計

プロセス用！！
　電磁誘導式　液体濃度計

プローブ型！
　硫酸銅／ニッケル濃度計

CU-800／Ni-800 CU-502／Ni-502 EMC-502 CU-5Z／Ni-5Z

Ni-800
高濃度：0.0～200.0 g/ℓ (Ni)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Ni)

Cu-800
高濃度：0.0～80.0 g/ℓ (Cu)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Cu)

工業用　５０２シリーズ
　硫酸銅モニター
　ニッケルモニター
　ｐＨモニター
　ＯＲＰモニター
　フッ素イオンモニター
　電磁濃度計

CU-502
Ni-502
PC-502
OC-502
KF-502
EMC-502

プローブ型　５Ｚシリーズ
〇銅濃度計　CU-5Z
　銅濃度を0.0～76.0g/ℓの範囲で測定

〇ニッケル濃度計　Ni-5Z
　ニッケル濃度を0.0～199.9g/ℓの範囲で測定

〇銅・ニッケル濃度計　CUNi-5Z
　一台で銅とニッケル濃度を測定

簡単取付
簡単操作
高機能

電気的無接触型で
高濃度薬液濃度測定

測定方式

測定対象

測定範囲
測定単位

電磁誘導式センサー

塩酸、硫酸、硝酸、その他

サンプルにより異なります。
（応相談）

表面処理業界の総合プランナー

めっきのことなら何でもお任せ下さい！

〒144-0051  東京都大田区西蒲田 7 丁目 57 番 11 号
本 社　TEL 03-3733-7131　FAX 03-3739-0321
湘 南　TEL 0466-34-1711　FAX 0466-34-0581
横 浜　TEL 045-461-6088　FAX 045-461-6077

www.sanmatu.co.jp

〒120-0015 東 京 都 足 立 区 足 立 2 - 4 0 - 1 6

〒374-0123 群馬県邑楽郡板倉町飯野 2334-1
電 話 03(3852)1161　FAX 03(3852)1165

電 話 0276(82)2521　FAX 0276(82)2525

本 社

館林工場

　

ラ
イ
ト
メ
タ
ル
表
面
技
術
部

会
の
「
第
41
回
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ

ー
」
が
、
７
月
８
日
に
工
学
院

大
学
新
宿
キ
ャ
ン
パ
ス
28
階
大

会
議
室
に
て
、「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

陽
極
酸
化
処
理
の
要
素
技
術
と

見
落
と
し
が
ち
な
ポ
イ
ン
ト
を

学
び
、
明
日
に
つ
な
が
る
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
探
せ
」
と
題
し
開
催

さ
れ
た
。

　

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

●
「
染
色
の
基
本
と
応
用
」：
花

見
化
学
㈱
の
小
林
貴
之
氏
が
、

染
色
の
基
本
、
及
び
、
水
性
染

料
と
油
性
染
料
の
使
用
方
法
、

不
良
対
策
と
銘
板
を
例
と
し
た

応
用
例
に
つ
い
て
解
説
。

●
「
陽
極
酸
化
皮
膜
の
電
解
着

色
の
基
礎
と
応
用
」：
田
中
技
術

士
事
務
所
の
田
中
義
朗
氏
が
、

ア
ル
マ
イ
ト
の
電
解
着
色
処
理

は
、
浅
田
太
平
先
生
の
特
許
に

始
ま
り
、
日
本
独
自
の
技
術
も

多
く
開
発
さ
れ
、
そ
の
優
位
性

を
高
め
て
き
た
こ
と
か
ら
電
解

着
色
法
の
始
ま
り
か
ら
現
状
を

紹
介
。

●
「
ア
ル
マ
イ
ト
の
前
処
理
の

基
礎
と
環
境
対
応
」：
奥
野
製
薬

工
業
㈱
の
森
口
朋
氏
が
ア
ル
マ

イ
ト
の
一
般
的
な
前
処
理
工
程

や
そ
の
作
用
機
構
に
つ
い
て
、

及
び
ホ
ウ
素
・
リ
ン
・
窒
素
等

の
環
境
負
荷
物
質
を
含
有
し
な

い
環
境
対
応
型
の
前
処
理
に
つ

い
て
説
明
。

重
要
な
処
理
の
封
孔
処
理
と
は

ど
の
様
な
処
理
な
の
か
、
代
表

的
な
封
孔
処
理
方
法
と
は
ど
の

よ
う
な
処
理
な
の
か
、
そ
の
特

徴
な
ど
も
交
え
て
紹
介
。

●
「
電
着
塗
装
の
基
礎
と
適
用

例
」：
ハ
ニ
ー
化
成
㈱
の
渡
邉
悠

介
氏
が
、
日
本
で
開
発
さ
れ
た

優
れ
た
技
術
の
陽
極
酸
化
処
理

の
上
に
施
す
電
着
塗
装
は
、
開

発
初
期
に
は
主
に
サ
ッ
シ
な
ど

の
建
材
に
適
応
さ
れ
、
今
で
は

ア
ル
ミ
素
材
以
外
、
様
々
な
金

属
に
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
電

着
塗
装
の
概
要
、
そ
れ
に
用
い

る
電
着
塗
料
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
応

用
・
適
用
例
な
ど
も
併
せ
て
紹

介
。

　

そ
の
後
の
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、「
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
陽
極
酸
化
処
理
の
課
題
と

展
望
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
講
師

を
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、
参
加
者

と
共
に
よ
り
実
践
的
な
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
場
所
をY’s

エ
ス

テ
ッ
ク
新
宿
店
（
工
学
院
大
学

隣
接
ビ
ル
）
に
移
し
、
17
時
～

19
時
の
ミ
キ
サ
ー
（
情
報
交
換

会
）
で
、
講
師
を
交
え
て
、“
聞

い
て
・
話
し
て
”
の
ひ
と
時
を

過
ご
し
た
。

●
「
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

陽
極
酸
化
の
基
礎
と

応
用
技
術
」：
工
学
院

大
学
の
阿
相
英
孝
氏

が
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

陽
極
酸
化
の
基
礎
に

つ
い
て
学
術
的
な
視

点
か
ら
解
説
す
る
と

共
に
、
そ
の
応
用
技

術
に
つ
い
て
概
説
。

●
「
封
孔
処
理
の
基

礎
」：
㈲
ミ
ッ
ク
・
ラ

ボ
の
酒
井
茂
氏
が
、

ア
ル
マ
イ
ト
製
品
の

品
質
を
決
定
付
け
る

一般社団法人 表面技術協会 ライトメタル表面技術部会
「第 41 回サマーセミナー」が開催される

第 41 回サマーセミナー会場の様子
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206
115 31

φ12

185
75110

φ16

APCE301C―　仕様

使用温度範囲 測定範囲 液絡部

0 〜 60°C 0 〜 14 pH セラミック

150

φ40

500・1,000・1,500

カリパック　KP301―　仕様

接液部材質 使用温度 測定範囲 使用圧力 流速 測定液導電率 型式認証番号

ポリプロピレン樹脂 -5〜 60℃ 0〜14pH 0.3MPa以下 2m/sec以下 100μs/㎠以上 第S019号

使用目的 型名 リード長 保持具 端子 感応部 温度保証

浸漬形

KP301―6S

6m

0.5m

Φ 3.5 用圧着端子 ガラス膜

無KP301―6M 1.0m

KP301―6L 0.5m

KP301―6ST 0.5m

有KP301―6MT 1.0m

KP301―6LT 1.5m

補充形
KP301―6

6m 無 Φ 3.5 用圧着端子 ガラス膜
無

KP301―6T 有

投込形

KP301―6N 6m

無 Φ 3.5 用圧着端子 ガラス膜

無
KP301―10N 10m

KP301―6NT 6m
有

KP301―10NT 10m

流通形
KP301―6F

6m チャンパー付 Φ 3.5 用圧着端子 ガラス膜
無

KP301―6FT 有

カリパックKP301シリーズ
KCl 無補給のロングライフタイプで、信頼性の高い工業用電極。
フッ素含有の排水でも安定した性能を長時間持続する。汚れに強
い構造で、メンテナンスの手軽さとローコストを一挙に実現する。
使用目的に応じて浸漬型・補充型・投込型・流通型の 4タイプ、
さらにそれぞれ温度補償あり・無しの 2種類を用意する。

PCE90FPW　仕様

使用温度範囲 測定範囲 液絡部

0 〜 60°C 0 〜 14 pH セラミック

　電極製造 60 年の実績と経験を有する㈱東興化学研究所（東京
都杉並区高井戸西 1-18-8・赤澤 興士社長）は、めっき工場、半導
体工場、ガラス工場などの「フッ酸を含有する排水の pH を安定
して測りたい。しかも電極のメンテナンスは少なく寿命は長い方
が良い」という要望に応え、耐フッ素型 pH 電極「PCE90FPW」

「APC301C シリーズ」「カリパック KP301 シリーズ」を提案する。

耐フッ素型PH電極
高感度 高耐久性 安定した性能

東興化学研究所

APCE301Cシリーズ
内部駅流出型で濃いめっき液でも安定した測定が可能。3ｍ、6ｍのリー
ド長が選べ、0.5 ｍ、1ｍ、1.5 ｍの SH型ホルダーと組み合わせて使用す
る。使用温度範囲 0～ 60°C、測定範囲 0～ 14pH、液絡部はセラミック。

PCE90FPW
プラスチックカバー付きの耐衝撃性に優れた高感度電極。ガ
ラス電極、比較電極、温度補償電極を一本化した。使用温度
範囲0～60°C。測定範囲0～14pH。液絡部はセラミック。

KP301-
APCE301C-

PCE90FPW

高感度電極！

卓越した耐久性と
安定した性能を維持する
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　RX Japan ㈱が主催する、設計 ･ 製造ソリューショ
ン展、機械要素技術展、ヘルスケア・医療機器開発展、
工場設備 ･ 備品展、次世代 3D プリンタ展、製造業サ
イバーセキュリティ展、スマートメンテナンス展、計
測・検査・センサ展、製造業 DX 展、ものづくり ODM/
EMS 展で構成されている展示会の「第 37 回モノづく
りワールド東京」が 7 月 9 日～ 11 日に幕張メッセで
1800 社が出展して開催された。
　表面処理業界からも多数の企業が出展し、次の通り
に展示を行ったので報告する。

第37回

モノづくりワールド東京

装飾メッキの専門企業として、本金メッキ、ピンクゴールド、ブ
ラック系など多彩な仕上げのめっきパターン例を展示。鏡面仕上
げ、ヘアライン加工、ショットブラスト処理など、各種パターン
を駆使し、製品の美しさを一層引き立てることに役立てる。 高品
質なメッキ技術で、ユーザーのニーズに応ると PR していた

㈱
カ
ワ
ジ
ュ
ン
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

塗装、めっき等の各種皮膜厚の測定が出来る膜厚計を製造販売しており、
「cata101」「quintsonicTcata」「SNA-3000」「coatmasterFLEXcata」「SWT-
NEO」など接触式や非接触式など多様なタイプの膜厚計を展示した

㈱サンコウ電子研究所

昭和 7 年に創業し、今
日まで多様な産業の
基盤産業として貢献
してきためっき専業
者の㈱ヒキフネは「装
飾めっき」「機能めっ
き」「精密めっき」で
各めっき仕様を保有
しており、お客様から
図面をいただき、[ 加
工設計→素材製造→
研磨加工→めっき加
工→単品検査 ] までを
一貫生産することが
可能と PR した

㈱ヒキフネ

アルミニウムの表面処理『アルマイト（陽極酸化処理）』専業メーカー。
硬質アルマイトをはじめ、世界中で使用されている唯一無二の硬質潤
滑アルマイト処理【カシマコートⓇ】、ADC12 高耐食性・放熱性アル
マイト【MD PROCESS】、面粗さ・寸法精度の高いアルミ製品に『シ
ュウ酸アルマイト』を展示 PR した

㈱
ミ
ヤ
キ

創
業
１
１
３
年
を
迎
え
た
㈱
吉
田
鍍
金
工
業
所
は
、
銀
、
錫
（
光

沢
・
無
光
沢
）
め
っ
き
等
対
応
し
て
お
り
、
バ
ス
バ
ー
な
ど
導
電

部
品
の
め
っ
き
が
得
意
。
ア
ル
ミ
や
銅
、
真
鍮
な
ど
幅
広
い
素
材

に
対
応
し
、
部
分
め
っ
き
も
可
能
。
ニ
ッ
ケ
ル
、
ク
ロ
ム
、
無
電

解
（
黒
）N

i-P

、
な
ど
１
点
～
量
産
ま
で
対
応
す
る
と
Ｒ
Ｐ
し
た

㈱
吉
田
鍍
金
工
業
所

亜鉛めっき・亜鉛ニ
ッケル合金めっき・
金めっき・銀めっ
き・錫めっき・ニッ
ケルめっき・無電解
ニッケルめっき・黒
染処理・パーカー処
理などめっきのラ
インナップの展示
を行った

㈱駒ヶ根電化

「高耐食・高絶縁性アルマイト」「静電気対策用の導電性アルマイト」「紫
外線でも退色しない黒色めっき、黒色アルマイト」「キズや摩耗に強い無
電解ニッケルめっき」など同社独自のめっき・アルマイト技術を展示した

㈱熊防メタル

創業 94 年のめっき会
社の㈱三ツ矢は、めっ
き開発を行う技術セ
ンターや世田谷研究
所を設け、開発にも力
を入れており、貴金属
めっきから同社開発
品まで 90 種類以上に
及ぶめっき種を展示。
1 個～量産まで対応可
能。試作も積極的に受
けると PR した

㈱三ツ矢
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みなさまのニーズに即、
お応えできる材料商社

関東金誠株式会社
●取り扱い商品

非鉄金属／めっき材料／研磨材料
本　　　社　〒 123-0844 東京都足立区興野 1 丁目 14 番 19 号

4227）2583（30XAF／1227）2583（30☎
高崎営業所　〒 370-1207 群 馬 県 高 崎 市 綿 貫 町 7 4 6 番 地

0293）643（720XAF／5293）643（720☎

新潟県燕市の㈱増田化学工業所は、アルマイト・カラーアルマイト・硬
質アルマイト・化学研磨の二次電解・電解研磨・酸洗処理・不動態化処
理の自社技術を展示 PR した

㈱
増
田
化
学
工
業
所

昨年、創業 100 年を迎えた㈱東電工舎は、創業当時より工業用クロムめ
っき（硬質クロムめっき）を生業としており、装飾用クロムめっき、ニッ
ケルめっき、複合めっきをしており円筒研削やバフ研磨も社内で実施し
ている。同社は「すべらない表面処理」で特許を取得したと展示 PR した

㈱
東
電
工
舎

新潟県燕市の㈱東陽理化学研究所は、表面処理と加工を同じ工場で対応
可能で、表面処理のプロが材料調達、加工、表面処理までを取りまとめ
ることで、1 ランク上の品質管理が可能。半導体製造装置、自動車、建材
まで幅広い分野で「おまとめニーズ」に応えると PR した

㈱東陽理化学研究所

表面処理総合メーカーとし
て幅広いめっき種を取り扱
かう。電装部品への Sn めっ
き、機械加工部品への低温黒
色クロム処理に独自技術を
持っており、その他にも＜
金、銀、銅、ニッケル、無電
解ニッケル、亜鉛 ( 有色、光
沢、黒色 ) アルマイト等＞に
対応が可能。ブースでは、同
社独自の技術である低温黒
色クロム処理や有機酸・硫
酸・中性浴等の様々な特性の
処理液を備えた錫めっきを
展示した

㈱薄衣電解工業

1916 年創業、大阪に本社を置き、日本各地 4 か所に工場を持つ表面処理
企業の㈱野村鍍金は、μ単位での快削性と㎜単位の厚付けで新しい深彫刻
性を実現！また電鋳で超微細形状の表面転写も可能、同社ロール技術と組
み合わせでナノインプリント技術の実現にも貢献する従来皮膜を超える
精密切削・電鋳用の超快削性 Ni 合金を展示。その他、CFRP 素材への各
種めっき技術や、従来では困難な大型部品への内面めっき技術も紹介した

㈱
野
村
鍍
金

微細加工品の MEMS 精
密電鋳メッシュ・MEMS
精密電鋳金型・炭素繊維
強化プラスチックめっき
加工・「超音波噴霧解析と
MEMS精密電鋳技術によ
るマイクロミスト発生用
金属メッシュの開発」、

「高アスペクト比 3 次元
ナノ・マイクロ構造体の
製造技術によるバイオミ
メティクスシートの開
発」など産学官研究開発
連携事業を紹介した

スズキハイテック㈱

世界中から機
械や化学薬品
等を直輸入し、
国内ユーザー
に販売するレ
イボルト㈱は、
ハードクロー
ム 浴  H C 
4000・ハードクローム浴 APEXCHROME™・ドイツ Roesler 社製バレル研
磨装置・ブラスト研磨装置・deconex　HPC1307・チタン用　電解研磨液・
ステンレス用 電解研磨液を紹介した

レイボルト㈱

1963 年、世界で初
めてプラスチック
めっきに成功した
関 東 化 成 工 業 ㈱
は、圧倒的な耐摩
耗性、均一な厚み
の製膜、均一な微
粒子分布、どんな
材質にも対応する

「コンポジットめ
っき」・クロームめ
っき、サテンめっき、漆黒めっきなど幅広い表面処理に対応した「各種エ
ンブレム」・「クーラー付きゴルフカート」・「簡易トイレ用クーラー」・「フ
ォーク用クーラー」の開発など新規事業を展示して紹介した

関東化成工業㈱

自動車・コネク
タ・医療産業と
様々な分野に高
品質のめっき処
理加工を提供。
めっき処理が困
難とされていた

《 マグネシウム
合金材 》や高性
能エンジニアプ
ラスチックへの
めっき処理工程
を 確 立 し て お
り、 京王ブラッ
ク 》と呼ばれ流通している ADC 材・ZDC 材上の亜鉛＋三価黒クロメート
化成皮膜処理等も紹介した

京王電化工業㈱
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大 阪 府 東 大 阪 市 今 米 2 - 1 - 2 9

神奈川県厚木市岡田 2-8-28 パストラル飯島 202A
愛 知 県 春 日 井 市 勝 川 町 2 - 1 5 - 2
福 岡 県 福 岡 市 博 多 区 東 雲 町 3 - 3 - 1 - 6 0 2
東京都練馬区氷川台 3-29-11 ベネ氷川台 101

本 社

関 東 営 業 所
東 海 営 業 所
九 州 営 業 所
リサイクル事業部

[ 統括本部 ] TEL.072-967-2732 FAX.072-967-2809
[ 技術本部 ] TEL.072-967-1149 FAX.072-967-2559
TEL.046-229-4884 FAX046-229-5123
TEL.0568-33-5600 FAX.0568-33-5636
TEL.092-587-6333 FAX.092-587-6330
TEL.03-6906-4811 FAX.03-6906-4812

〒578-0903

〒243-0021
〒486-0945
〒812-0871
〒179-0084

広告のご用命は
03(3662)8736

ＦＲＰ加工・成型・施工

　南 越 化 成合同
会社

〒315-0121　茨城県石岡市真家 422
電 話　0299-46-0063　　E-mail  info@minamisyou.co.jp

信頼と信用をかたちに モノづくりワールド東京

坂口電熱㈱

坂口電熱㈱は、新製品のジャケットヒーターや温調器のほか、高温から低
温まで各温度域に対応した各種ヒーター、温度センサーなど熱に関する
様々な製品を展示した

無電解ニッケル・M シリー
ズ・シンフロンシリーズ・シ
ンコートシリーズ・シンジ
ットシリーズ・黒色無電解
Ni 等の化学めっき、ニッケ
ル・黒ニッケル・装飾クロ
ム・亜鉛・金銀銅などの電
気めっき、黒染め・BBR・
BST・リン酸亜鉛・リン酸
マンガン・ボンデライトな
どの化成処理を紹介した

桑名商事㈱

豊橋鍍金工業㈱は主に錫、錫 - 銅合金、銀、金、ニッケル、銅めっき加工
を行っていて、同社ブースでは Go-Tech 事業 ( 旧サポイン ) 等の国プロに
よる共同研究と⾃社開発によりこの数年間で開発してきました新技術を中
⼼に同社の事業内容を紹介した

豊
橋
鍍
金
工
業
㈱

　笠原理化工業㈱では硫酸銅メッキ液、銅エッチング液等の銅濃度を連続測定する流通型銅濃度計【CU- ８００】と電子部
品等のニッケルメッキ工程のニッケル濃度を連続測定する流通型ニッケル濃度計【Ni- ８００】の拡販を海外展開している。
　電気メッキや化学メッキ工程では濃度管理によるメッキ品質の安定化（歩
留まり向上）や薬品使用料の最適化（コスト削減）のため、溶液中の銅濃度
を一定に保つ必要がある。半導体製造工程では、特に銅配線を用いるプロセ
スでの純度や濃度の管理が重要となる。流通型銅濃度計【CU-800】は特徴
として 0.0~80.0g/l 迄、高濃度の銅濃度を測定することができる。
　また、検出部と指示変換器は一体型なので設置工事，校正、保守が簡単で
あり、計器からの濃度信号は各種調節計に接続して銅濃度の測定と最適な管
理を行うことが可能になる。更に工場から排出される放流水や水道水、地下
水等の水質監視のためのハンデイ型の比色法銅濃度計【Cu-V ２】も好評発
売中である。測定範囲は全銅イオン：0.00~10.00mg/l【CuT】と低濃度領
域の測定に威力を発揮する。
　流通型ニッケル濃度計【Ni- ８００】の特徴は測定範囲が 0.0~200.0g/l
迄の高濃度側のニッケル濃度測定をすることができる。用途は主に電子部品
等のニッケルメッキプロセスの連続測定と濃度管理用に利用されており、濃
度信号は別売の記録計、調節計、シーケンサー等に接続して最適なニッケル
濃度に管理することができる。メッキ【表面処理】業界ではメッキ液の適切
な管理が重要であり、メッキ液のニッケル濃度が適切でないとメッキの品質

【光沢、密着性、耐食性等】に悪影響を及ぼすため、濃度を常時監視しなけれ
ばならない。
　この他、工場から排出されるニッケルメッキ廃水の放流水の水質管理のた
めにはハンデイ型の比色法ニッケル濃度計【Ni-V ２】もラインアップしている。測定範囲
はニッケルイオン :0.00~10.00mg/l【Ni ２＋】で低濃度側での測定に威力を発揮するの
で、工場排水や公共用水域への排出水に含まれる重金属ニッケルの濃度測定や、排水基準

【例：日本の排水基準ではニッケル総量 1.0mg/l 以下】を満たすか確認を行い排水中のニッ
ケル濃度の監視（法令対応）を行うことにも使用する。

半導体工程、メッキ工程向けの銅濃度計、
ニッケル濃度計等の拡販展開中 笠原理化工業㈱

CU-800 Ni-800

Cu-V2 Ni-V2

奥野製薬工業が「SEMISOL」に出展
各種処理薬品やプロセス技術の最先端を紹介

　奥野製薬工業㈱は、「SEMISOL ～半導体後工程技術＆ソリューション展」（6/18
～ 19、東京ビッグサイトで開催）に、めっき関連業界から出展した。同社は、次
世代パッケージ基板として期待されるガラスへのめっきプロセス「TORIZING プ
ロセス」をはじめ、半導体ウエハおよび半導体パッケージ基板向けの最新表面処
理薬品でガラスコア基板向けスルーホールフィリング用硫酸銅めっき添加剤「ト
ップルチナ GCS シリーズ」やファインパターン / ビア形成プロセスの無電解銅め
っきプロセス「トップルチナ NSV シリーズ」、RDL 形成用プロセスの超微細配線
対応硫酸銅めっき添加剤「TORYZA LCN FRV」、とウエハ上のアルミニウム電極
用　UBM 形成プロセス「TORYZA EL PROCESS」など各種処理薬品やプロセス
技術の他、ウエハ向け UBM 形成用無電解めっき装置「TORYZA EL SYSTEM」
などのシステムなどをパネルで紹介し、来場者に詳しく説明紹介していた。
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　㈱ハイテクノ（〒 231-0007 横浜市中区弁天通2-25 関内キャピタルビル605室、
山下嗣人社長）は、今年 9 月 4 日から開講する「第 58 回上級表面処理技術講座」の
受講生を（8 月 20 日申込締め切り）募集している。
　上級表面技術講座は 1967 年 ( 昭和 42 年 ) の開講以来 58 回目を迎え、 修了者
1968 名 ( 受講者 2250 名 ) が表面処理業界の中枢で活躍している。 第 53 回講座か
らは、 従来の 3 コース制カリキュラムを一新して、 「基礎から応用・ 先端までの統一
コース」 とし、 講義科目に加えて、「実験・ 演習・ 工場見学会」 を新設した。
　グループ研究討論会、 修了認定研究指導、 修了認定研究発表会を通して、 企業幹部
に相応しい資質ならびに人間教育も行っており、 第 54 回講義からは、 対面とオンラ
イン講義を併催している。
講座の特徴
●�専門的な知識の深化 : 「基礎電気化学」 を中心に、 多角的な視点からめっき技術を

学ぶ。これには、 めっき各論、 応用技術、 環境衛生、 品質・ 環境・ 安全管理、 そし
てめっき設備科目が含まれる。 経験豊富な講師陣による講義と演習を通じて、 受講
生の理解を深められる。

●�実践的な学習 : 動画を使った電気化学の基礎実験により 、 基礎理論の習得や分析
能力を鍛える。 さらに、 工場見学を通じて業界のトレンドを直接体験する。 また、 
希望者には、「めっき技術者のための電気化学実習セミナー」 を開催予定。

●�キャリアアップの支援 : 豊富な知識と経験をもつ名誉教授や企業経営者による特
別講義により 、 受講生のキャリアアップをサポートする。 また、 グループ研究討
論会、 修了認定研究指導および研究発表会を通し、 「コミュニケーション力ならび
にプレゼン力」 を高めることができる。

●�ネットワーク形成の機会 : 同じ目標を持つ受講生と接触する絶好の機会。 共に学
び、 成長し、 新たなパートナーシップを築ける。

●�プロフェッショナルなめっき技術者への道 : 本講座は、 めっきの基礎から先端技術
までをカバーし、 受講生を「プロフェッショナルなめっき技術者」 に育成すること
を目指している。課題解決能力や研究能力を向上させることで、 製品開発や品質改
善に貢献できる

◇受講資格
講義レベルは高専、 大学程度ですが、 文系を含む大学卒業者はもちろん、 高校卒程度
の知識と意欲があれば問題ありません。 したがって、 資格制限はいたしません。
募集要項　　　　
①�講座期間＝ 2025 年 9 月 4 日から 2026 年 5 月 14 日（予定）　木曜日開講（午前

10 時から 16 時 15 分）（昼休み：45 分）　　　　　　　

②申込締切＝ 2025 年 8 月 20 日
③定員＝先着 35 名
④受講料＝ハイテクノ会員企業は 53 万円、その他の企業は 58 万円　　
⑤教室＝関東学院大学横浜・関内キャンパス（JR 関内南口駅前）

「人材開発支援助成金」 適用のお知らせ
本講座は「人材開発支援助成金」 （旧キャリア形成促進助成金制度） が適用されます。
詳細については、 厚生労働省のウェブサイトをご覧ください。
受講料 10 回分納入方式のご利用
2025 年 9 月から 2026 年 6 月の期間で受講料を 10 回分納できます。
ハイテクノ企業会員 56,000 円 (1 回分 )、その他の企業 63,000 円 (1 回分 )
講座カリキュラム
●基礎科目（12 単位）
　�水溶液の化学、めっきのための基礎電気化学、金属の腐食と防食、金属材料、創造

の軌跡とセレンディピティー、無機・有機系材料の表面・界面分析。
●基礎めっき技術（12 単位）
　�めっき前処理法、亜鉛及び亜鉛合金めっき、電気銅めっきの基礎と応用、電気ニッ

ケルめっきの基礎と応用、クロムめっきの特徴と応用、電子工業用すず・はんだめ
っき、無電解銅めっき、無電解ニッケルめっき、プラスチックへのめっき、難めっ
き金属への対応、金属表面の各種化成処理法、貴金属めっき。

●応用めっき技術（13 単位）
　�微細回路形成技術、めっき技術の新用途への展開、高機能複合めっき膜の作製と応

用、環境配慮型新めっき技術、電子部品へのフープめっき、電子機器用難めっき素
材へのめっき技術、貴金属めっき応用技術、自動車用途めっきとその将来性、連続
めっき及び高速めっき、ドライプロセスの基礎と機能性薄膜創成、電鋳技術とその
応用、UV 処理法による表面改質法とめっき技術、IoT における電子材料及び表面
処理への展望。

●環境衛生（4 単位 )
　�化学物質と環境管理、労働安全衛生と作業環境、めっき排水処理の原理と規制、め

っき排水処理とリサイクル。
●品質管理（4 単位）
　�品質管理基礎知識、実験計画法、機能に対応しためっき法と評価法、トラブルシュ

ーティング。
●めっき設備（６単位）
　�めっき用直流電源の基礎知識、引っ掛け治具、バレルめっき、多品種少量生産用め

っき設備、自動設備の修理と保全管理の進め方、自動制御入門。
●実験動画（１単位）
　電気化学測定（動画）。
●社外演習（１単位）
　工場見学会。
●特別科目及び修了認定研究関連科目（12 単位）
　�特別講義（１）、特別講義（２）、特別講義（３）、修了認定研究指導 (1,2,3)、修了

認定研究発表「必須科目」。
講座終了認定および単位取得認定の規定
　所定の合格認定単位数に達し、修了認定研究の審査に合格した者に対しては、修了
認定証授与規定に基づき『修了認定証』が授与される。
　お申込方法

「受講申込書」 に所定事項記入の上、 本講座事務局宛に郵送または E-mail にてお申込
み下さい。 受講料は 9 月上旬よりご請求いたします。 なお、 申込手続き終了者が中
途退学した場合でも、 受講料は返還いたしません。
郵送先
株式会社ハイテクノ
〒 231-0007 横浜市中区弁天通 2-25 関内キャピタルビル 605 室
E-mail 提出先 surf@hightechno.co.jp 行

上級表面処理講座第58回受講生を募集ハイテクノ 8 月 20 日申込締切


